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『新たな奉仕に踏み出そう
� ロータリーの次の百年のために』

▶例会日：第１・第３木曜日（12：30）その他の木曜日（18：30〜19：30）
▶例会場：白河市新白河駅前　東京第一ホテル新白河
▶事務局：〒961-0957 福島県白河市道場小路96-5（白河商工会議所内）  ☎23-3101　ＦＡＸ22-1300

創立 1986年

2021－22年度国際ロータリーテーマ

奉仕しよう　みんなの人生を豊かにするために

○ソング

　◦奉仕の理想

○スマイルBOX

　◦鈴木孝幸会長（昨晩の地震で被災された方々にお見舞い申し上げます。井上会員、職業奉仕が大変な中、卓
話して頂きありがとうございました。）

　◦須藤正樹幹事（井上会員卓話ありがとうございます。昨日の地震少なからずともみなさんの損害があったと
思います。井上会員の力でおぎなってくれればと思います。）

　◦金田昇会員（皆様、地震の被害はありませんでしたか？井上会員、卓話ありがとうございました。）
　◦永野文雄会員（皆さん昨夜の「地震」は大変でしたね。井上会員、卓話ありがとうございました。）
　◦居川孝男会員（昨夜の地震、みなさまの被害は大丈夫でしたか？職業奉仕でしばらく休みましたが無事申告

も終える事が出来ました。IMに向けて頑張りましょう。）

第1703回例会
令和４年３月17日（12：30～13：30）

A  出席免除を受けていない正会員数 ５１名

B  出 席 免 除 の 適 用 正 会 員 数 １４名

T  全 正 会 員 数 ６５名

C  Ⓐの出席者数 ３２名

D  Ⓐのメイクアップ 者数 ０名

E  Ⓑ の 出 席 者 数 ４名
G ＝ Ⓒ ＋ Ⓓ ＋ Ⓔ

（メイクアップ補填後の出席会員数） ３６名

H ＝ Ⓣ － （ Ⓑ － Ⓔ ） ５５
I ＝ Ⓖ ／ Ⓗ × 1 0 0

（例会出席率） ６５．４％

第1703回例会出席状況� （R４年３月17日)



本日のプログラム
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■会長の時間 鈴木孝幸会長
　皆さん、こんにちは。昨日の大地震の後
ですけども、このように会場に出席してい
ただきまして、皆様どうもありがとうござ
います。地震、去年のものよりちょっと大
きかったのか久々に緊張いたしました。震

度6強ですね。震源地に近い浜通りの私の友人が連絡くれ
まして、橋が20センチくらいずれたり、塀が倒れたり、電
線が切れたりと、本当にひどい状況だというふうなことを
言っておりました。昨年の地震より感覚的に非常に大き
かったと思うんですけども、11年前の地震よりは2回は揺
れましたけども時間も短くてまだ良かったのかなと思って
いましたけども、皆さんの被害はいかがだったでしょう
か。中目パスト会長の南湖神社さんの灯篭が倒れたという
ことで、私あちらのほうに別な建物の確認も含めてちょっ
とぐるっと回って中目さんの様子を確認しに行きましたけ
ども、ちょうど室内のものも随分落ちてしまって、その片
付けを一生懸命やっておられるところでありました。被害
の状況が多分、いろいろ時間によっても様々になっている
と思います。ですので、今日の例会も一時ちょっと休会か
なとも考えましたけども、逆に皆さんの安否の確認の意味
で集まったらどうだというご指導もありましたので、こう
やって開催させていただいた次第であります。11年前に金
田昇会長が、震災直後の例会を食事が出ないところで、お
にぎりを用意しておにぎり例会を開催したということを思
い出した地震でありました。さて、話は変わりますけども
先々週の完全ズーム例会で、私はウクライナの情勢につい
て私の個人的な意見と国際ロータリーから発表されたウ
クライナ情勢への声明をご紹介させていただきましたとこ
ろですけども、あれから2週間経った今でも停戦交渉が成
立しない厳しい状況であります。まさに、プーチン大統領
の暴走というかそういった行為で、毎日沢山の方が犠牲に
なっている状況であります。そんな中、ロータリー財団は
ウクライナ地域での直接的人道支援の窓口を設置いたしま
した。ロータリー財団は、深刻化するウクライナでの人道
的危機の対応として、世界中の人が寄付することができる
正式的な窓口として、ロータリーに従来からあります災害
救援基金を指定いたしました。どうすればその災害救援基
金に寄付できるのかということをざっと説明したいと思い
ます。皆さんも今まで登録されましたマイロータリーです
ね。まず、そのマイロータリーを開いていただいて、ロー
タリー財団というところが出てきますのでそこをクリック
していただくと。ご寄付といった欄が出てまいります。そ
こを開きますと寄付のトップページにでます。そうすると、
災害救援基金へのご寄付はウクライナ危機の影響を受けた
地域を一時的に優先して、災害救援補助金に充当されます。
未使用の資金は災害救援補助金として、ロータリー地区が
利用できますというふうな記載がされています。そのペー
ジの寄付先というものを選ぶんですけども、そこに災害救
援義援金という項目があるのでそこをクリックしますとで
すね、西ロータリークラブのマイロータリーに登録されて

いる方は西ロータリークラブの会員の一覧が出てきまし
て、そこに自分の名前がある右の空欄に日本円で何円と書
いてますのでそこに寄付金を入力して、そのあとクレジッ
トカードの番号を書いて確認を押せば入金が完了できます。
実は、私も一昨日の晩に寄付をさせていただきました。最
近、巷での噂ではウクライナへの支援の寄付を偽ったメー
ルが出てまして、詐欺行為のメールですね。そういったも
のが非常に横行しているという状況で、本当に信じられる
寄付先を選ばないと詐欺にかかってしまうということに
なっております。皆様も是非、安心なロータリー財団を
通したウクライナへの支援を試していただければいいな
と思っています。こうして財団に寄付されたお金は、具体
的にどのように活用されるかといいますと、ウクライナと
国境に接するロータリー地区とウクライナの国内のロータ
リー地区が、災害救援基金から補助金を受けることができ
まして、水、食料、シェルター、医療品、そして衣類です
ね、洋服とかそういった救援物資を含め、この危機による
難民や被災者の支援に利用される予定であるようです。実
際、ウクライナには62のロータリークラブと6つの衛星ク
ラブがあるようで、その会員数は約1100人いると思われて
おります。また、24のローターアクトクラブもあって、そ
こにも会員数が300人いるということであります。これら
のロータリアンが補助金の受け皿となって、適正に支援に
活用してくれることと思っています。また、ポーランドの
ように100万人以上の難民を受け入れているウクライナを
支援する国のロータリーの地区にも、補助金を受けて利用
することができるようでございます。詳しくは、マイロー
タリーのページにアクセスすると、今現在それらのトップ
ページに詳しい記載が掲載されておりますので、皆さんご
覧になっていただきたいと思います。こういった形の支援
しか今の私にはできませんが、我々ロータリアンはロータ
リークラブを通して確実にウクライナの苦しんでいる方々
に、本当にささやかではあるかもしれませんが手を差し伸
べることができるということであります。今回は、ロータ
リークラブを通してウクライナに支援を差し伸べる一つの
方法をご紹介させていただきました。それでは、本日のプ
ログラムの話ですけどこの地震が起きた後、今日は井上会
員の卓話なんですけども、保険の支払いで非常に忙しい状
況の中、無理を言って時間を割いていただきました。井上
会員には、そういった保険の話からいろいろどんな話を聞
けるか楽しみにしております。今日は、よろしくお願いし
たいと思います。それでは、会長の時間をこれで終わりた
いと思います。本日は、よろしくお願いいたします。

■幹事報告 須藤正樹幹事
◦比国育英会バギオ基金 会長 淺田豊久：

「バギオだより」配布のお願い
◦日本事務局：RI日本事務局 財団室

NEWS2022年号外
◦ガバナーエレクト事務所：PETS追加資

料について
◦ロータリーの友：2022-23年度版（新年度版）ロータ

リー手帳お買い上げのお願い
◦ロータリー米山記念奨学会 事務局長 柚木裕子：ハイラ
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イトよねやま264号
◦ガバナー 志賀利彦：ロータリーリーダーシップ研究会

（RLI）第4期パートⅡ開催のご案内
◦白河ユネスコ 会長 小野利廣：ユネスコ協会・ウクライ

ナ緊急募金ご協力のお願いについて
◦白河ユネスコ協会事務局：福島県のユネスコについて

（送付）
◦地区事務所：地区補助金申請について

■委員会報告
◦社会奉仕委員会 村上堅二委員長

　皆さん、こんにちは。社会奉仕委員会の
村上でございます。地震の後で大変だと思
いますけども、よろしくお願いいたしま
す。今回は、ガバナー月信のほうをご覧い
ただきたいと思います。こちらの4ページ

のほうに、12月19日実施させていただきましたロータリー
奉仕デー、誇れる町プロジェクトの内容が掲載されており
ます。本来でありますと、ガバナー補佐の金田様がお話し
いただくはずなんですけれども、本日はお休みということ
だったので、私のほうからご報告させていただきます。是
非、記事のほうお読みになってください。

◦ＩＴ委員会 阿部克弘委員長
　皆さん、こんにちは。ＩＴ委員会の阿部
克弘です。皆様のお手元に、今、村上委員
長のほうからもお話したように月信がある
かと思います。その一番最後のページを開
いてみていただければと思います。一応、

ＩＴ委員会のほうでは今、鈴木孝幸会長をはじめとして、
マイロータリーの100パーセント登録を目指して頑張って
おりまして、特に我が委員会の諸橋会員さんがご尽力いた
だきまして、現在のところ白河西ロータリークラブは100
パーセント達成しております。全体的に見ると、県内には
8ブロックあって63のクラブがありますが、100パーセント
を達成してるのは6クラブしかありません。全体的に見る
と57.28パーセントですので、大変白河西ロータリークラ
ブのマイロータリー登録率は素晴らしい内容になっており
ますので、今後も100パーセントを継続してまいりたいと
思っておりますので、どうかご期待をいただければと思い
ます。

■本日のプログラム
会員卓話
◦井上敬裕会員

　皆さん、こんにちは。東京海上日動の井
上と申します。まず冒頭、昨晩の地震があ
りましたので、その昨晩の地震で被災され
たすべての皆様に心よりお見舞い申し上げ
ます。今回の会員卓話なんですけども、私

も昨年の4月に加入させていただきまして、その新人卓話
を除きますと初の会員卓話という形になりますので、何を
話そうかなと思ったんですけども、まずはやはり自分の職
業であります損害保険業についてお話のほうをさせていた

だきたいなと思います。皆さん、ご承知かもしれませんけ
ども、今回地震があったことによって損害保険商品の一
つであります地震保険の対応で、私昨晩の深夜遅くから
ずっと対応しておりまして、被害のほうも今日の朝もずっ
と、お客様、代理店様を回ってましたけども、地域によっ
ては結構窓ガラスが全部割れてしまっただとかそういった
地域もありますので、それを踏まえて今後件数が膨大にな
るので、全国から当社社員を集めますので、それのホテル
の手配であったり、タクシーの手配であったりといったと
ころで、ちょっと今わたわたしている状況です。でも、そ
んな中で今日は損害保険について少しお話のほうさせてい
ただきたいと思います。パワーポイントのほうを先週末に
いろいろ作りましたので見ていただければなと思いますし、
もともとこの損害保険業といいますのは金融業ですので、
ちょっと固い部分もありましたのでイラストも入れながら
パワーポイント資料のほう作ってみましたので、それを見
ていただきたいと思います。ただ、一部で文字が申し訳ご
ざいません。多いとこがある部分がありますので、そこは
赤い文字の所だけでも追っていただければなというふうに
思います。

　そしたら早速なんですけども、損害保険のまず歴史につ
いて生い立ちとしてお話のほうをさせていただきたいと思
います。まずですね、損害保険といいますのが古代ギリシ
ヤの海の時代に遡ってしまうんですけども、もともとの始
まりは古代ギリシア時代の航海があったんですけども、そ
の時にやっぱり航海って嵐が多くて同時に当時は海賊がよ
く出るといったところがありまして、大変危険なものだっ
たというふうになっておりました。その時に、荷主の方と
船主の方で損害被害を分担するという習慣が生まれまして、
それがこの損害保険の考え方の始まりだというふうに言わ
れております。ですから、結構前になるんですけどもそれ
が今後②のイラストのほうに移っていただきまして、保険
のほうは今度海から陸のほうに上がってきます。1666年に、
ロンドンで大火災が発生をしたということがあったんです
けども、これをきっかけに皆さんのほうも今身近になっ
てるとは思いますけども、火災保険というものが登場し
て、これが近代的な損害保険の原型という形というふうに
言われております。時代のほうがどんどん近代現代のほう
になってきますと、産業革命などを経て経済活動や市民活
動の発達に伴っていろんなリスクが出てきますけども、そ
ういったリスクに対する保険商品というのが出来て現在に
至ってるという、簡単ではありますけども世界の損害保険
の生い立ちというのがこのような形になってたというとこ
ろがあります。

2

１．損害保険の歴史〜⽣い⽴ち〜
１１ ２２ ３３ ４４

損害保険のはじまりは、古代ギリ
シャの海にさかのぼります。

当時の航海では、嵐や海賊などに
出会った場合、積み荷を海に捨て
て逃げることがありました。そのよう
な場合に「荷主と船主で損害を分
担する」という習慣が⽣まれました
。

これが保険の考え⽅の始まりだと⾔
われている。

やがて保険は陸に上がります。

1666年、ロンドンでの⼤⽕災を契
機に海上保険をお⼿本にした⽕災
保険が登場。

過去の⽕災発⽣率や建物数など
から保険料を設定するなど、近代
的な損害保険の原型は、このとき
に形作られました。

さらに産業⾰命を経て経済活動や市⺠⽣活が⼤きく発
展、発達。

それに伴い、様々なリスクに対する保険が誕⽣し、損害
保険は⾝近なものとなってきました。



第1703回例会 令和４年３月17日（４）

　じゃあ、我々の日本ではどうだったのかといったところ
なんですけども、日本では若干遅れるんですけども16世紀
から17世紀ぐらいに、これも海のほうから始まります。当
時、朱印船といわれます歴史の好きな方はもしかしたらご
存知かもしれませんけども、豊臣秀吉や徳川幕府が出した
外国渡航許可の朱印状を持って東南アジア各地に渡った
貿易船のことを朱印船というんですけども、その朱印船に
は投げ金という制度がありまして、それは何かというと
ちょっと難しいんですけども、金融業者のほうが航海ごと
にお金を出して、無事に航海が終わったら元金とプラス利
子を貰えるといったものがありまして。じゃあ、仮に船が
難破をした場合には何も金融業者のほうは貰えず、そのお
金というのは損害であったり、あとは船の修理費のほうに
充てるというものがありまして、それが日本における損害
保険の原型というふうに言われております。その後、幕末
から明治維新にかけてきまして、外国からやはりこれもそ
うなんですけども、何でもそうだと思うんですけども外国
から近代的な保険制度が日本に入ってきて、1869年に日本
人による初の保険が実施をされたといった経緯にあります。
その後、皆さんご承知のとおり第二次世界大戦を踏まえて
高度経済成長期もありまして、損害保険市場が爆発的に伸
びて現在に至ってるといったところが日本での簡単な生い
立ちという形になります。ですので、近代的な保険の導入
に関しては世界では先程申し上げましたイギリス、ロンド
ンの大火災1666年ですので、それから大体日本に入ってき
たのは200年も後という形で、かなり遅くに日本にはこの
損害保険制度というのは導入されたといったところがあり
ます。ざっと今、世界の損害保険の歴史と日本の損害保険
の歴史のほうを生い立ちとしてお話のほうさせていただき
ましたけども、ちょっとここで当社の歴史のほうだけ少し
かいつまんでお話のほうをさせていただきたいと思います。

　明治時代、国家の近代化を目指す政府の殖産興業政策で
多くの産業が生まれたと思うんですけども、その一つとし

て海運や貿易業に欠かせない海上保険会社を設立するとい
う動きがあって、それを持って当社の前身であります東京
海上保険という会社が1879年に生まれております。当時は
皆さんお気付きのとおり、まだ会社名のところに火災とい
う文字がありませんでして、当時は火災保険のほうは扱っ
ていなかったので火災保険という文字が入っていないとい
う形になってます。ここで皆さんもちょっとお気付きか
なと思うんですけども、当社の創業におきましては同じ三
菱グループの方だけではなくて、白河市にあります南湖神
社とも関わりが深い渋沢栄一のほうも株主の一人として多
大なるご尽力をいただいたと言われております。ですので、
私がその渋沢栄一も関わった会社のほうに入社をして、さ
らにこの白河の地で働かさせていただいているということ
を踏まえますと、何か私も渋沢栄一と少しは縁があるの
かなというふうに勝手に思ってる次第です。ちょっと余談
ですけども、その渋沢栄一の末裔の方が当社のほうにもお
りまして、私がこの白河に来る前の部署で実は机が横に
いらっしゃいまして、すごく渋沢栄一に似てるのかという
と、この写真とはちょっとあまり似てないなという感じは
するんですけども、私の印象的にはよくタバコ部屋に行っ
てる方でしたので、よくタバコを吸うという印象しかあま
りないところであります。ですから、いたって末裔の方は
普通の方だったといったところがあります。ちょっとうち
の会社の歴史のほうもお話のほうさせていただきましたけ
ども、次にその下のところに書いてある部分なんですけど
も、近現代の歴史についてお話したいと思います。皆さん
ご承知のとおり、第二次世界大戦後の日本は高度経済成長
期に伴いまして、モータリゼーションが急速に発達をした
といった部分もありまして、それに伴って、皆さん一人一
台はもう全然持ってるとは思いますけども、自動車の保有
台数も飛躍的に伸びたといったところがあります。その自
動車が増えれば自動車保険、当社のほうでは1914年に発売
をしておりますけれども、それが爆発的に伸びたといった
ところがあって、今では自動車保険というものが一般的な
ものという形になったといったところがあります。次に大
きな転換期が来まして、それは何かといいますとこれ多分
私が知ってる限りでは日本国内の損害保険の歴史上では
一番大きな転換期だったのではないかなというふうに思っ
てるんですけども、保険の自由化というのが90年代にやっ
てきます。自由化以前はかなり保険会社、当時は十数社あ
りましたけども、当時の大蔵省のほうに守られてた部分が
ありますので、ですのでほとんど補償内容に関する競争と
いったものがなくて、各保険会社で商品の差もなくて同じ
保証、例えば自動車保険ですと、対人賠償、対物賠償、車
両保険ありますけども、そういった内容でしたら補償内容
も各社同じ内容。更に、保険料のほうも各社同じ保険料と
いう、皆さんの業界ではありえないような話が当時はまか
り通ってたといった部分があります。ですが、その自由化
を機にすべての商品内容、価格のほうが自由競争という形
になりまして、各社で商品競争を競ったり、あとは価格競
争が激化したりという形でかなりここから体力勝負といっ
たところの意味合いが強くなるような世界に入ってきたと
いうのが、この保険の自由化といったところになります。
現在のほうは、やはり今スマホとか技術の進歩進展のほう
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１．損害保険の歴史〜会社設⽴から現在〜
東京海上⽇動⽕災保険の歴史

明治時代、国家の近代化を⽬指す政府の殖産興業政策により、数多くの新産業が⽣まれました。
その1つとして、当時業績を伸ばしていた海運・貿易業に⽋かせない海上保険会社を設⽴する動きがあり、
1879年8⽉1⽇、資本⾦60万円をもって当社の前⾝である東京海上保険会社は誕⽣しました。
創業時の株主には、元徳島藩主蜂須賀茂韶以下華族団、岩崎弥太郎以下三菱関係者に加え、渋沢
栄⼀・安⽥善次郎・⼤倉喜⼋郎などの⼀流財界⼈・華族など約200余名が名前をつらねていました。

創業当初の取扱商品は、貨物保険のみで、1884年2⽉から船舶保険の引受けも開始しました。

⾼度経済成⻑期

モータリゼーションが急速に進展し、
⾃動⾞の保有台数が爆発的に増加
してことにより、⽇本の損害保険市
場は⾶躍的に拡⼤しました。

保険の⾃由化

バブル経済崩壊後⽇本は不況の時
代へと突⼊。企業間の競争は激化
し、戦略的な合併やグループ会社
化など、さまざまな業界で再編が⾏
われました。

現在

技術の進歩により、スマートフォ
ンやタブレットから、簡単に様々
な情報を取得できるようになり
、多彩な商品・サービスの提供
とあいまって、⼈々のニーズはま
すます多様化が進んでいます。
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１．損害保険の歴史〜⽇本での⽣い⽴ち〜
⽇本の損害保険の歴史も、海から始まりました。
朱印船には、「なげ⾦」という制度があり、⾦融業者が航海ごとに⾦を出し、無事に
航海が終われば利⼦と元⾦を徴収、しかし船が難破した場合は何も払わなくてい
いというものでした。
これが⽇本における損害保険の原型とされています。

16世紀〜17世紀

⽇本に居留する外国商社を対象とした近代的な保険制度が⽇本に⼊ってきます
。
そして、1869年、神奈川県の税関が、⽇本⼈による初の保険を実施。
やがて多くの損害保険会社が誕⽣していきました。

幕末〜明治維新

損害保険事業も⼤きく成⻑しました。
今では、⽕災保険や⾃動⾞保険のない⽣活などは考えられないように、損害保険
は社会へ深く浸透していきました。

第⼆次世界⼤戦後
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が早いですので、それに伴う新しいリスクのほうが来てお
りますので、それの沿った保険のほうを日々開発をして販
売をしているというのが現在に至るところです。以上まで
が、損害保険の歴史を今お話のほうをさせていただきまし
たけども、ここで私がこの保険会社のほうに入ってびっく
りしたことを一つご披露させていただきますと、もしかし
たら新人卓話でもちょっとお話をしたかもしれませんけど、
私が入社したのは1997年ですのでもう完全にバブルのほう
も崩壊をしているという時期だったんですけども、いわゆ
る氷河期と言われてる時期だったんですけども、当時私が
入社した時にバブルに入社された先輩のほうから言われた
のが、バブル期に売っていた積立傷害保険。これ簡単に申
し上げますと、積み立て傷害保険というのは保険期間が例
えば5年間で満期が来たら満期返戻金を返すという保険で、
その間に怪我をして通院や入院をした場合には保険金が下
りるという商品なんですけども。この積立傷害保険のバブ
ル期に関しましては、保険期間が5年で例えば保険料を一
時払いで100万円払いますと。100万円払って保証は5年間
ずっと効いてるという形で、5年後を迎えると何と払った
保険料が100万ですけども110万円の満期返戻金が返ってく
るということを先輩に聞きまして、当時97年98年でしたの
でそんな商品あるわけないじゃないか、この先輩なんか
おかしいんじゃないかというふうには思っていたんですけ
ども。でも、いろいろ調べて見ますとバブル期というのは
やっぱり利率というのがすごかったという話があって、5
年間事故があったら保険金のほうはお支払いするんですけ
ども、払い込んだ保険料よりも多くの満期返戻金が5年後
には返ってくるというすごい商品だなとは個人的には思い
まして。まあ、そう考えると私も一度はこのバブル期とい
うのを経験してみたかったなと個人的には思ってる次第で
す。

　次に損害保険の役目といった部分についてお話させてい
ただきたいと思います。これはもう一言で言ってしまいま
すと、単純明快で損害保険の役割といった部分に関しまし
ては、保険は万が一の備えという形になってきます。今回
の地震もそうだと思います。いざという時に、お客様を
お守りするといった観点でやっぱり保険というのは万が一
の備えという形になってきます。今回の地震は別としても、
自動車事故に関しましてはイラストのとおり、約67秒に1
件も発生をしておりますし、火災保険で補償する火事に関
しましては、約14分に1件も起きてる状況ですので、いつ
なんどき何が起こるかわからないといったところがありま
すので、そういった意味でも保険というのは万が一の備え
という形になります。もう一つ保険をご説明させていただ

く上で触れなければならないことが、保険というのは相互
扶助のシステムを採用しているといった点です。これは何
かというと、簡単にいいますと相互扶助ですので、保険
に加入をした人々がお互いに少しづつ保険料、お金ですけ
ども保険料のほうを出し合って、誰かが事故に遭った場合
については集まったお金の一部を渡して損害を補う、助け
るという制度がこの相互扶助の原点になっておりますので。
この相互扶助のシステムを活用しておりますのが、この損
害保険システムだというふうに理解をしていただければい
いのかなというふうに思います。

　ちょっと役目のとこは次の特徴の部分をお話のほうをさ
せていただこうと思いますけども、じゃあ主な損害保険の
特徴というのが大きく分けると二点ございまして、一つは
損害保険というのは偶然のリスクによって生じた損害を補
償するものという形になっています。損害保険と対になる
ものが生命保険といったものがあるとは思うんですけども、
例えば生命保険の死亡保険というのは、どんな人でも必ず
いつかは亡くなるといったものがありますから、そういっ
た点で損害保険と生命保険の違いといったものがあります。
そして二点目なんですけれども、原則として発生した損害
額を補償するといった点が損害保険の特徴という形になっ
てきます。ですので、例えば交通事故に遭ったら一律1億
円貰えるというわけではなくて、交通事故で発生した実損
額のほうをお支払いするという実損払い方式というものを
採用しているという点が、この損害保険の大きな特徴とい
う形になってきます。ですので、ちょっと今お話のほうさ
せてもらいましたけども、ちょっと固い部分もありました
けども、損害保険の歴史や役割、特徴についてお話のほう
させていただきましたけども、ここで最近のニューリスク
に対する保険サービスといったものを3つ程ご紹介のほう
させていただきたいと思います。

　一つ目が、ＤＡＰという略称でありまして、ドライブ
エージェントパーソナルといったものなんですけども、こ
れは何かといいますとドライブレコーダー付きの自動車保
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２．損害保険の役⽬〜役割〜
“保険は万が⼀の備え”

私たちの⽇常は、実は危険（リスク）だらけ。そんな「万が⼀」に備えるのが保険です。

他にも台⾵や地震などの⾃然災害、病気に
よるリスクや海外旅⾏で盗難に遭う危険性
など、数えあげればきりがないほどの危険に囲
まれています。

このような危険（リスク）に個⼈の⼒だけ個⼈の⼒だけで対処するのは難しい場合も多くあります。
たとえば⼤きな⾃然災害は、個⼈の努⼒ではどうしても避けられません。交通事故を起こしてしまった際の賠償額は、最近では数億円
に達するケースもあります。
そこで、同じように不安を感じている⼈々から⼀定の保険料を集めて、万⼀に備えようとするのが保険です。被害に遭ってしまった場合は
、その集まった資⾦の中から保険⾦を受け取ることができる制度なのです。
ひとりでは対処しきれない⼤きなリスクも、たくさんの⼈々が⽀え合えば乗り越えられる。「相互扶助」のシステムで⼈々のリスクを軽
減するのが保険制度であり、⼤きな社会的役割を担っている制度でもあるのです。

6

２．損害保険の役⽬〜特徴〜
１１ ２２ ３３ ４４

損害保険は「偶然のリスクによって⽣じた損害」をカバーする保険です。
偶然のリスクとは、「起こるかもしれないし、起こらないかもしれない危険」です。交通事故は年間50万件*近く発⽣していますが、⼀⽣事
故を起こさない⼈もいます。⼀⽅、たとえば⽣命保険の死亡保険で⾔えば、どんな⼈でも必ずいつか亡くなりますから、これは偶然のリスク
ではありません。

そして損害保険のいちばんの特徴は、「発⽣した損害額を補償する」という点です。
⽣命保険や⼊院保険は、亡くなったり⼊院したりした場合にはいくら⽀払う、という契約です。しかし損害保険は「交通事故を起こしたら
いくら」ではなく、「交通事故で発⽣した実損額を⽀払う」という「実損払⽅式」が中⼼となっています。
⾃然災害、ケガ、盗難、損害賠償責任など、リスクに応じて必要な損害保険も変わってきます。想定されるリスクに対して最適の、過不
⾜のない保険を掛けることがとても⼤切なのです。
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３．最近の損害保険商品〜DAP〜
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険という形になってます。もう皆さんもかなり付けてい
る方が多いのかなとは思うんですけども、ドライブレコー
ダーというのはかなり一般化してきたなといった部分があ
りますけども、その中でも保険会社のドライブレコーダー
のメリットというのが二つあります。一つは、事故の衝撃
を探知して、もう自動で保険会社の事故受けセンターのほ
うに報告、連絡が行くという特徴があります。ですので、
今までですと皆さんがわざわざ携帯から保険会社のフリー
ダイヤルのほうにかけて事故報告をするといったものが不
要になってくるというものが一点目です。二点目が、ここ
はやっぱりレコーダーの部分が関わってくるんですけども、
事故映像が自動的に記録をされて、その記録をされた内容
が通信を通して自動的に保険会社のほうに送信をされると
いったところがあります。ですので、これかなり保険会社
的にもメリットがありまして、そのメリットは何かという
と今までの交通事故。例えば、交差点での事故で出会い頭
の事故が結構あったんですけれども、その時大概双方の方
が主張されるのが、両方とも青信号だったと言うケースが
多かったんですけども、両方とも青信号という信号機はあ
りませんから、そういった時にこのドライブレコーダーが
あると、もう過失割合とかも一目瞭然で判定のほうが付く
というところがありまして。これは今、各保険会社のほう
でも強力に進めてるといったところがあって、すごく売れ
ている商品でもあります。

　そして、二点目の商品なんですけどもこれは何かといい
ますと、法人のお客様向けの保険なんですけども、未だに
まだ完全に終息をしていない新型コロナウィルス感染症に
対する備えとして、休業リスクを補償する保険という形に
なってます。この保険では、休業リスクだけではなくて感
染者が発生した場合の、お店、事務所の消毒費用などの感
染症対策費用のほうもお支払いをさせていただくことは可
能という形の保険になってます。ちなみに、昨年4月にう
ちの会社のほうでも新型コロナウィルス感染をした人が発
生した時に、その消毒費用。消毒しましたけども、うちの
支社で大体40万円位消毒費用がかかったというのがありま
すので。他のご契約者様からもこの保険いいねということ
も言われてるような部分はあります。
　最後、三点目の商品なんですけども、ここが最近よく新
聞紙上なんかにおいても書かれてる部分は多いと思います
けども、新しいリスクですよね、これ完全に。サイバー
リスクを補償する保険という形になってます。不正アク
セス確定後の原因、被害範囲の調査費用であったり、サイ
バー攻撃を受けて情報が漏洩した際の損害賠償を負担する
といった保証の内容になってますけども。これ発売当初は、

大きな会社さんのほうからご照会が多かったんですけど
も、最近の傾向としてやっぱり会社の規模、大きい小さい
関係なくサイバー攻撃のほうがされてるといったところが
ありまして、今ではもう会社の規模関係なく照会が日々増
えてるといったところがあるようなところがあります。こ
のように、社会の変化に合わせて保険のほうもそれに対応
すべく新しい商品というのを開発をしてるといったところ
がありますので、ちょっと簡単ではありますけども三つば
かり紹介のほうをさせていただきました。そうしましたら
最後になりますけども、保険料の仕組みってどういうふう
になっているのっていうことを、お客様のほうから聞かれ
ることがあります。保険料に関しましては、まずどういう
ふうに決めるかというと過去に起きた膨大な数の事故や災
害のデータを分析をして、そして監督官庁であります金融
庁のほうに承認をいただいて販売をしているというのが現
状ですけども。じゃあ、その保険料の仕組みってどういう
ふうになってるかというと、例えば一契約100円とした場
合の内訳なんですけども、まず下のほうからいきますけど
も、60円は将来の保険金、事故があった場合の保険金のほ
うに充てるという形になってます。そして、次の上のほう
にいきまして100円のうち20円は販売をしていただいた代
理店さんに対する代理店手数料としてお支払いをさせてい
ただくという形で。あと15円は皆さんの会社でももちろん
かかってるとは思いますけども、当社のほうでも同様に不
動産のお金であったり、あとは光熱費、人件費等の経費が
かかりますので15円は経費のほうになってきて、じゃあ最
終的に残る利益というのは100円のうち幾らかといいます
と5円という形になってきます。ですので、5パーセントく
らいが今、利益率だと言われていますけども、今回の地震
もそうですけども、ちょっと最近は自然災害も多くて、こ
の5円もなかなか確保できていないというのが現状であり
ます。ただ、もうわかってる方もいらっしゃるとは思うん
ですけども、やっぱり保険って皆様の日常生活や会社の事
業に支障をきたさないようにお役に立てる部分も多いのか
なというふうに思っておりますので。ですから、今後もこ
の損害保険事業のほうを継続していくには、ここにいらっ
しゃいます多くの方に加入いただくと同時に、一つでも多
くの商品をご購入いただく必要があるということですので、
是非この場を借りまして引き続き皆様に損害保険業のご支
援を切にお願いさせていただき、今回の私の卓話を終わら
せていただきたいと思います。どうもご清聴ありがとうご
ざいました。
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３．最近の損害保険商品〜特定感染症補償〜
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３．最近の損害保険商品〜サイバー保険〜


